
 
四国コンテンツ連携推進会議  

平成２０年度 第１回 愛媛地域部会 
 

               平成２０年６月４日（水）１４：００～１５：００ 
               四国総合通信局 別館２Ｆ会議室 
 
 
１ 経過報告 
  平成１９年度 成果物報告（ガイドライン部会、人材育成部会、各地域部会）  
  四国コンテンツ映像フェスタ‘０７ 
  愛媛地域部会の活動報告 
 
２ 今年度の愛媛地域部会の取り組み 
 ①地域コンテンツ制作支援パッケージの利活用等について 
  映像制作研修会との関係など 
 ②他の部会との連携 
  四国コンテンツ映像フェスタ‘０８  
  地域コンテンツの利活用に関する部会 
 
３ 部会の取り組み状況など 
 ①愛媛地域部会：平成２０年６月７日（土曜日）親子対象の映像研修会 
         平成２０年７月（５回程度） 松山市民対象 
 ②人材育成部会   
  四国コンテンツ映像フェスタ’０８ 検討状況 
 ③地域コンテンツの利活用に関する部会の検討状況 
 ④その他 
 
４ その他 
  ホームページのリニューアルについて 
  ＳＮＳの廃止、新設の予定について 

各地域部会の開催日程 
香川 ５月２１日実施 

   高知 ６月中旬（情報通信月間 講演会に併せて開催予定） 
   徳島 ５月２６日実施 
 「デジタル放送時代に向けて放送コンテンツについて考える」シンポジウム 



H
2
0
.3
.2
7

四
国

総
合

通
信

局
(事

務
局

）
そ
の

他
　
関

係
の

経
過

平
成
２
０
年

地
域

部
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
部

会
人

材
育

成
部

会
利

活
用

部
会

（
新

規
部

会
）

◎
成

果
発

表
3
/
2
7
　
徳

島
市

◎
映

像
制

作
研

修
3
/
2
7
　
徳

島
市

４
月

●
映

像
制

作
研

修
会

を
は

じ
め
、

地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
わ
る
イ
ベ
ン

ト
開

催
に
併

せ
て
、
開

催
を
検

討
す
る
。

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

編
集
方
針
確
定

１
２
月

１
月

２
月

３
月

第
３
回
　
四
国
コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
推

進
会
議

時
期

、
開

催
地

は
未

定

成
果

発
表

成
果

発
表

●
平
成
１
９
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

◎
平
成
２
０
年
度
の
新
規
・
拡
充
の
事
業

第
２
回

　
四

国
コ
ン
テ
ン
ツ
連

携
推

進
会

議
（
徳

島
県

郷
土

文
化

会
館

）

四
国

コ
ン
テ
ン
ツ
連

携
推

進
会

議
　
平

成
２
０
年

度
　
取

組
方

針
等

3
月

2
7
日

四
国
コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
推
進
会
議

●
映
像
制
作
研
修
会
の
開
催
ニ
ー
ズ

に
対

応
し
て
、
計

画
的

に
研

修
会

の
開

催
を
検

討
す
る
。

●
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
支
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
広

く
活

用
促

進

●
人

材
育

成
部

会
と
連

携
し

コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
活

用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
ve
r.
1
の

活
用

促
進

を
図

る

◎
四
国
コ
ン
テ
ン
ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
’
０
７
総
括

◎
コ
ン
テ
ン
ツ
の

流
通

、
利

活
用
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

の
策
定

方
針

等
の

検
討

◎
S
N
S
バ
ー
チ
ャ
ル
討
議
等

◎
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

盛
り
込

み
事

項
等

の
検

討

◎
地

域
コ
ン
テ
ン
ツ
の

消
費

、
出

力
先

等
に
つ
い
て
、
仕

組
み

づ
く
り
や

実
証

実
験
等
を
予
定
す
る
新
規
部
会
に
つ
い
て

検
討

・
メ
ン
バ

ー
募

集
、
参

加
要

請
な
ど

・
具

体
的

な
実

施
計

画
の

検
討

・
そ
の

他

◎
S
N
S
バ
ー
チ
ャ
ル
討
議
等

地
域

ＩＣ
Ｔ
未

来
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8
in
と
く
し
ま

　
(H
2
0
.1
1
.7
～

1
1
.9
　
徳

島
県

)
◎
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
活
用
に
関
す
る

　
フ
ィ
ー
ル

ド
実

験
を
計

画

◎
四

国
コ
ン
テ
ン
ツ
映

像
フ
ェ
ス
タ
’
０
８
（
仮

称
）

　
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
検
討

・
総

括
を
受

け
て
開

催
可

否
を
検

討
・
開

催
企

画
の

検
討

　
（
開

催
趣

旨
、
応

募
要

領
、
開

催
形

態
な
ど
）

◎
S
N
S
バ
ー
チ
ャ
ル
討
議
等



①
６
月
上
旬
、
コ
ン
テ

ス
ト
「
募
集
要
項
」
発
表

全
国
の
ク
リ
エ
ー
タ

、
学
生
等
、
制
作
開
始

②
創
作
活
動

審
査
会

コ
ン
テ
ス
ト
会
場

（
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ

in
と
く
し
ま
（
仮
称
）
会
場
）

作
品
紹
介
、
制
作
者
紹
介
、
表
彰
式
等

ｅ
－

と
く
し
ま
推

進
財

団
が

運
営

す
る

地
域

の
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ

ー
バ

(コ
ン
テ
ン
ツ
素

材
サ

ー
バ

)

四
国

コ
ン
テ
ン
ツ
映

像
フ
ェ
ス
タ
‘０

８
（案

）

 
イ
メ
ー
ジ
図

 
Ｖ
ｅ
ｒ．

２

最
優

秀
作

品
は

、
四

国
地

域
の

Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

各
地

域
メ
デ
ィ
ア
で
放

映
予

定

①
－

２

コ
ン
テ
ン
ツ
取

得
の

た
め
に
素

材

 
サ
ー
バ
ー
へ
ア
ク
セ
ス

①
－

３

素
材
サ
ー
バ
ー
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
素
材
を
入
手

地
域
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

自
主
Ｃ
Ｈ
に
よ
る
入

賞
作
品

公
開

学
生
、
地

域
住
民

等
が
地

域
映

像
等

の
素

材
を
蓄

積

地
域
ワ
ン
セ
グ
公

開
Ｗ
ｅ
ｂ
公

開

愛
媛

県
：
愛

媛
C

A
TV

徳
島

県
：
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
徳

島

香
川

県
：
ケ
ー
ブ
ル

メ
デ
ィ
ア
四

国

高
知

県
：
高

知
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ

③
作

品
提

出
（
郵

送
：
～

９
／

１
２
）

四
国
総

合
通
信

局

各
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
１
次

審
査

ク
リ
ア

四
国
管
内

四
国

管
外

（セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
メ
タ
デ
ー
タ
）

四
国
コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
推
進
会
議

 

構
成
員

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

Ｊ
Ｇ
Ｎ
２
プ
ラ
ス
網



地
域

コ
ン
テ
ン
ツ
の

共
用

を
想

定
し
た
情

報
通

信
メ
デ
ィ
ア
へ

の
伝

送
実

験
（
案

）
～
イ
ベ
ン
ト
用
ワ
ン
セ
グ
放
送
局
及
び
他
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共
用
方
策
に
つ
い
て
～

地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
バ
の
蓄
積
コ
ン
テ
ン
ツ
を
共

用
し
、
出
力
メ
デ
ィ
ア
（
ワ
ン
セ
グ
放
送
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
か
ら
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
地
域
、
全

国
配
信

等
を
行

う
。

JG
N
Ⅱ
と
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟﾌ
ｨﾗ

ｰ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を
接
続
し
、
デ
ジ
タ
ル
（ﾜ

ﾝ
ｾ
ｸ
ﾞ）
放
送
を
送

信
す
る
。
蓄
積
コ
ン
テ
ン
ツ
の

BM
Lの

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
加

工
、
伝
送
、
蓄

積
す
る
。

（
大
阪
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
セ
ン
タ
ー
で
オ
ー
サ
リ
ン
グ
し
た
ワ
ン
セ
グ
素
材
を
、
Ｊ
Ｇ
Ｎ
Ⅱ
及
び
徳
島
県
等
の
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
に
接
続
し
た
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟﾌ
ｨﾗ

ｰ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
で
送
信
す
る
。
）

１
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

実
験
期
間
：
平
成
２
０
年
１
０
月
２
０
日
頃
～
１
１
月
１
０
日

約
３
週
間

（
地
域

IC
T未

来
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

in
と
く
し
ま
：
平
成
２
０
年
１
１
月
６
日
～
９
日
）

成
果
発
表
：
関
係
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
成
果
報
告
を
実
施
（
２
０
年
度
末
）

２
コ
ン
テ
ン
ツ
共
用
サ
ー
バ

地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
ポ
ー
タ
ル
サ
ー
バ
（ｅ

－
と
く
し
ま
推
進
財
団

運
用
）

M
PE

G
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
、

W
M

P→
FL

V（
サ
イ
ズ
：
７
２
０
×
４
８
０
）
、

R
E

D
５
（
FL

V）
ラ
イ
ブ

U
P＆

配
信
（
サ
イ
ズ
：
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
り
可
変
）

デ
ジ
タ
ル
放
送
用
対
応

M
PE

G
２
、

H
２
６
４

TV
放
送
用
（
内
部
ア
ド
レ
ス
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
（
外
部
用
ア
ド
レ
ス
）

３
出
力
メ
デ
ィ
ア
及
び
実
施
地
域

イ
ベ
ン
ト
用
ワ
ン
セ
グ
放

送
局

：
徳
島

市
（
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
り
２
箇

所
を
予

定
）

C
AT

V：
共
有
サ
ー
バ
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
伝
送
の
可
能
な

C
AT

V会
社
へ
伝
送
（J

G
N
Ⅱ

回
線

等
を
活
用

予
定

）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
、
共
有
サ
ー
バ
か
ら
の
提
供
（
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
よ
る
提
供
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
な
ど
）

４
コ
ン
テ
ン
ツ
ソ
ー
ス

共
有
サ
ー
バ
に
、
以
下
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
蓄
積
し
、
出
力

メ
デ
ィ
ア
に
あ
わ
せ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
定
、
配
信
等
を
行

う
四
国
コ
ン
テ
ン
ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
’
０
８

応
募
作
品
（
動
画
）

地
域
ＩＣ

Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

in
と
く
し
ま

PR
情
報
（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
、
メ
イ
ン
会
場
、
サ
ブ
会
場
の
ア
ク
セ
ス
案
内
、
施
設
案
内
、

周
辺
情
報
（
食
事
、
観
光
地
な
ど
）
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
）

地
域

情
報
（
地

域
Ｃ
Ｍ
、
行
政

情
報
、
徳
島
県
市
町
村
の
紹
介
、
そ
の
他

N
PO

等
の
取
組
紹
介
な
ど
）

地
域
ＩＣ

Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
ｉｎ
と
く
し
ま

開
催
期
間
中

イ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ブ
中
継

そ
の
他

５
実

験
シ
ス
テ
ム
（
構
成
イ
メ
ー
ジ
）

別
図
の
と
お
り

６
モ
ニ
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
会
場
（
地
域
ＩＣ

Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ

in
と
く
し
ま
）
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
、
来
場
者
等
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。

実
験
参
加
団
体
か
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ
共
用
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
検
討
に
つ
い
て
の
課
題
や
意
見
等
を
集
約
す
る
。

７
実

験
実

施
主

体
検
討

会
を
設

置
検
討
会
メ
ン
バ
ー
：
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共
用
を
想
定
し
た
情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
検
討
協
議
会
（
仮
称
）

事
務

局
：
四

国
コ
ン
テ
ン
ツ
連

携
推
進

会
議

（
利
活

用
部
会

）



地
域

コ
ン
テ
ン
ツ
の

共
用

を
想

定
し
た
情

報
通

信
メ
デ
ィ
ア
へ

の
伝

送
実

験
イ
メ
ー
ジ

地
域

コ
ン
テ
ン
ツ

住
民
、
学
生
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
体

地
域
メ
デ
ィ
ア
等
が
作
成

ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド

Ｊ
Ｇ
Ｎ
Ⅱ

な
ど
で

伝
送

地
域

コ
ン
テ
ン
ツ
（
共

用
）
サ

ー
バ

(財
)ｅ
－

と
く
し
ま
推

進
財

団
で
運

用
、
管

理

地
域

コ
ン
テ
ン
ツ
蓄

積
、
閲

覧
コ
ン
テ
ン
ツ
共

用
す
る
情

報
通

信
メ
デ
ィ
ア
へ

の
提

供
（
地

域
情

報
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
、
イ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ブ
な
ど
）

地
域
ワ
ン
セ
グ
・
イ
ベ
ン
ト
用
ワ
ン
セ
グ
放
送
（
実
験
局
）

メ
イ
ン
会

場
（
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
）
、
徳

島
市

街
地
の

計
２
箇
所

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者

自
主
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
で
配
信
可
能

な
C

A
TV

事
業
者

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト

地
域
ＩＣ

Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

in
と
く
し
ま

開
催
期
間
中
（1

1/
7～

９
）
を
中
心
に
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
共
有
し
た
情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
伝
送
実
験
を
実
施
す
る
。



 
     

 

※ID・パスワードを忘れた方はこ
ちらまでお問い合わせください。

 

 
 

 

パスワード記憶  

contents

［平成20年3月27日］  

 （１）とことん地域コンテンツ･･･そ

の魅力と可能性について【PDF形

式】  

（２）四国コンテンツ映像フェスタ’０

７ 

 パンフレット【PDF形式】  
 写真1【PDF形式】  
 写真2【PDF形式】  
 写真3【PDF形式】  
 写真4【PDF形式】  

  ストリーミングコンテンツ準備中 

四国コンテンツ連携推進会議の様子や講演会などを動画でご覧いただ

けるよう現在準備中です。順次掲載いたします。 

［平成20年5月30日]  

 Websaving Broadband 

～ブロードバンドでつなぐライフ＆

ライブ～ 

（四国コンテンツ連携推進会議の

取組を紹介するイベント）【PDF形

式】  

［平成20年3月27日］  

第２回四国コンテンツ連携推進会

議及び記念イベント開催 

会議資料 

 総会レジメ【PDF形式】  

 活動経過・方針【PDF形式】  

 地域ＩＣＴ未来フェスタパンフレット

【PDF形式】  

平成１９年度 成果報告 

 地域コンテンツ制作活用ガイドブ

ック【PDF形式】  

 地域コンテンツ制作支援パッケー

ジ【PDF形式】  

 地域コンテンツ流通実証実験（ｅ

－とくしま推進財団）【PDF形式】  

 当日の模様はこちらから
 

取材、提供：SHE KNOWS JOURNAL 株式

会社 

（四国コンテンツ連携推進会議  会員）  

 
地域コンテンツを制作するためのノウハウ

から著作権処理方法、円滑な相互利活用

のための手続き方法について紹介してい

ます。≫メタデータ、セルフチェックシート、

契約書雛形の資料はこちらから 

 
地域の人たち、職場の人たちと一緒に映

像制作に取り組む研修会を支援していま

す。  
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第

（

①い

２１世紀におけるインターネット政策の在り方 
＜平成１３年諮問第３号 第４次中間答申＞ 

地上デジタル放送の利活用の在り方と普及に向けて行政の果たすべき役割 
＜平成１６年諮問第８号 第４次中間答申＞ 

～デジタル・コンテンツの流通の促進に向けて～ 
平成１９年８月２日 情報通信審議会 

 

第１章 デジタル放送におけるコピー制御の在り方 
３節 提 言 
４）配意すべき事項 

わゆる「違法」「不正」なコピーの流通等について 

ⅰ）（３）までに示した考え方は、あくまで「善意の視聴者が、様々なウィンド

ウを介して、コンテンツを私的に楽しむこと」を前提として提案したものであ

る。コンテンツが記録されたメディアを、当該コンテンツに係る権利者の許諾

を得ることなく、無断で頒布、販売することが違法であることは言うまでもな

い。デジタル化・ネットワーク化の進展の中で、こうした違法行為の機会と規

模が増大していることを背景として、平成１８年通常国会における著作権法改

正において、私的複製の例外違反など、著作権侵害に係る罰則が大幅に強化さ

れたところである。 

そして、上記指摘にもあるとおり、こうした違法行為は、専門業者のみなら

ず一般の利用者の誰しもが容易に行い得る行為となっていることにかんがみ

れば、当審議会の提言の具体化を進めることと並行して、どのような行為が「違

法行為」であり、違法行為にはどのような罰則が適用されるのか、今般の罰則

強化も含めた周知広報を強化し、一般の視聴者に浸透させることが必要である。 

その具体策については、当審議会として、次のとおり提案する。 

ａ）デジタル放送には、多くの場合、画面上に各チャンネルを明示するマーク

が表示されている。従って、例えば「無料頒布」「販売」されているＤＶＤ

の画面、あるいはインターネットのサイト上に掲載されている映像にこうし

たマークが表示されていれば、少なくともマークに表示されている放送事業

者の許諾を得ていない、「違法」のコピーであることが容易に推定できると

考えられる。 

ｂ）上記にかんがみ、当審議会としては、行政、放送事業者、受信機メーカー、

消費者など関係者が連携・協力し、下記㋐・㋑のような事実関係に係る周知

広報について、ａ）～ｄ）のとおり取り組んでいくことを提案するものであ

る。 

 

（周知すべき事実関係） 

㋐ 放送番組を家庭等で私的に録画したメディアを、権利者の許諾を得ること

なく「頒布」「販売」することは違法であること。 

㋑ 特にデジタル放送の場合、多くはその画面上に上記ａ）に示したマークが
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表示されることから、 

１．その映像にこうしたマークが表示されるＤＶＤが「頒布」「販売」され

ていれば、当該行為は「違法」の可能性が極めて高いこと。 

２．こうしたマークの表示される映像がインターネットのサイト上に掲載さ

れている場合も、当該行為が「違法」である可能性が高いこと。 

 

（関係者の取組） 

ａ）行政としては、上記の事実関係を説明した資料の作成や、その説明会の開

催、「地上デジタルテレビ放送受信相談センター」の活用等を通じた周知な

ど、下記ｂ）以下に掲げる関係者の取組と連携しつつ、違法行為の抑止のた

めの周知広報活動に取り組む。 

ｂ）放送事業者としては、その編成権を前提として、上記マークを番組編成上

可能な限り表示するよう努める。また、現在それぞれの放送において実施し

ている「アナログ放送終了」の周知とあわせ、上記の事実関係の周知を行う

ことを検討する。 

ｃ）受信機メーカーとしては、販売される機器の取扱説明書に上記の事実関係

を記載するなど、可能な限り周知広報に努める。また、現在市販のＤＶＤで

実施されている違法行為の周知方法等を参考として、より効果的な周知方法

について引き続き検討する。 

ｄ）消費者としては、消費者基本法に定める「消費者団体は、消費生活に関す

る情報の収集及び提供並びに意見の表明、消費者に対する啓発及び教育、消

費者の被害の防止及び救済のための活動その他の消費者の消費生活の安定

及び向上を図るための健全かつ自主的な活動に努めるものとする。」（第８

条）という趣旨も踏まえ、ａ)～ｃ)に掲げるぞれぞれの取組と連携しつつ、

上記事実関係の説明会の場の提供などを含め、可能な範囲でその周知広報に

努める。 

 

ⅱ）違法行為を抑止する観点からは、抑止を目的とした上記のような周知広報

に加え、引き続き、行政を始め、コンテンツの製作・流通に係る全ての関係者

が、違法行為を抑止・摘発する効果的な手法の開拓に努めていくことが必要で

ある。また、コピー制御に係るルールが、技術的に確実に担保（エンフォース

メント）されることが重要であることは言うまでもない。 

今回の審議においては、上記の技術面でのエンフォースメントの在り方につ

いて、現状に関する適時の説明と情報の共有が必要ではないか、という趣旨の

指摘が行われたところであり、当審議会としても、コピー制御に係る技術的な

エンフォースメントについて、引き続き状況の把握に努め、必要に応じて関係

者に説明を求めるとともに、エンフォースメントに関る制度を含めたルールの

在り方について審議を行っていくこととする。 
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